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古來特蛮性気胸例 稀 ナ ラズ、加 フルニ其大多数

80-90%二 於 テ肺結核 ヨ リ績 登 ヘルモ ノタルノ・

諸學者 ノー致 テ見ル所 タ リ(Rose,Gerhardt,

Biach,渡 邊ノ。1尚之 が廣狭、癒著:ノ如何 ニヨ リ

全気胸、限 局性(包 裏性)気 胸 二分類 セ ラル ・ノ・

飢 二知蓋 セ ラル ・所 ニ シテ、肺結核患者 ニ シテ

全気胸 テ護 明 スルモ ノ諸家統 計撒値幅 々 ナルモ

大器 二7-8%二 観 取 セ ル(EichhorstWei1,

Drascheノ 、部分性或 ノ・包稟性気胸 二至 リテノ・全

肺結核 ノ82%ラ 占 ムル ト云 フ(Barbow.)。 而 シ

テ古 来 「山ッキ ノ・」光線診 断 ニ ヨリ肺室洞 トシテ

基 ゲ ラレル一部 ハ此部分的気胸 テ包含 スルハ疑

ナキ事實 ナル テ酒井氏 ノ・指摘 シタリ。

之 が褒生機序 タル や或 ノ・卒然 トシテ來 リ或 ノ・潜

在性 ∴來 リ、大 方ノ・胸部激痛、厘1迫感、脈縛:頻数、

「チ アノー ゼ」
、冷汗_}件 ピ一 見重症 ノ観 テ呈 一ヘ

ル.}例 トへ。 直接 的動機 二關 シ テ モ 身艦的努

力、咳漱 、怒號、大笑等報告例故塁 ノ煩 二堪 エ

ズ。余 が舷 二塞 ゲ ン ト/,ル ハ最近2ケ 年間當衛

生試験所健康診断 二常 リ 「エ.キ ス」光線撮 影 ノ

結果偶然登見 セ ラレタル包裏 性部 分偲気胸例 ニ

シテ而 モ1例 ノ・漿 液性気 胸 テ有 シ是等 糞 土動 機

∴湖 リ病歴 ラ探索 セルモ何等 ノ手掛 リラ登見/,

ル ニ至 ラズ、爾来 日常執務 二支障 テ認 メズ孜 々

トシテ勤務 セルモ ノニ シテ、加 フルニ之 が初登

兆候 ラ鋏 ク貼所謂潜在的特典性気胸 ト稻 スベキ

モ ノニ屡 シ興味 テ以 テ目下経過観察 中 ノモ ノナ

リ 。

【例1】一43歳 教員

家 族 歴 祀 父 母 ハ老 衰 ニ テ死 亡 、 父母 、兄 弟 健 在 、6

人 ノ子 ノ親 ナ ル モ、子 ハ何vモ 健 在 、 他 二認 ムベ キ遺 『

傳 關 係 ヲ誰 明 セ ズ。

既 往 歴 患 者 ・・6人 兄 弟 ・第2子 二 當 リ、生 來健 全 ニ

シテ著 患 ヲ知 ラ フご。 少 量 ノ酒 ヲ嗜 ムモ 喫 煙 セ ブご。

現 在 症5年 前 高 熱 ヲ登 シ 錆 色 痕 ヲ喀 出 シ 肺 炎 ト診

セ ラu、300日 程 臥 躰:セル コ トア リ。 越 エ テ翌 年 後 側

肋 膜 炎 ヲ注 意 セ ラ レ、聲 師 ニ ヨ リ試 験 窄刺 ヲ受 ケ シモ

排 水 ヲ見 ザ リ シ ト。 昭 和12年6月2日 ニノ・當 衛 生 試、

験 所 定期 身髄 検 査 二際 シ「エッキス 」光 線 窮 眞 撮 影 ニ ヨ

リ偶 然 二 右側 氣 胸 像 ヲ登 見 セ ラ レタ リ。當 時 ヨ リ現 在

二至 ル 即 チll召和13年12月17日 二至 ル 自 ラ ノ・何 等 ノ

自費 症 ヲ認 メ フご。碗 軟、喀 疾 、盗 汗 ナ シ。 特 二割 痩 セ ル

如 キ様1一 ナ ク1日4里 以 上 ノ 「ノ・イ キ ソグ」ニ モ堪 エ

タ リ ト云 フ。 嘗 テ特 登 性 氣 胸 登 生 二見 ル 如 キ胸 部 痔

痛 、 呼 吸 困 難 、胸 部 藤迫 感 ノ如 キ ハ経 験 セ ル事 ナ ク唯

身 髄 ノ屈 伸 二際 シ 右 腕 下 部 二 牽 引感 ヲ訴 ヘ ル コrア

ル ニ過 ギ フごト云 フA食 慾 、睡 眠 共 二可 良 、 便 通1日1

行 。 燧 濫 掘 氏36.5。

患 者 ・・大 盤 二割 痩 型 ナ ル モ 榮 養 左 程 不 良 ト云 フ ニ非

フご。 脹 脛85、 緊 張 可 良 、全 身何 虜 ニモ淋 巴 腺 ノ腫 起 セ

ル ラ見 フご。 口腔 異 常 ヲ認 メ ブ。 胸 部 一一般 二方 胸 側 八

反 対 側 二比 シ稽 ミ扁亭 ニ シテ肋 間 幅 員狭 少 、陥 浸 セル

状 が 見 ラv、 呼 吸 運 動 曲 線 ハ遅 徐 ナ リ。 心 臓 濁 音 界 ・・

左 右 両 界 共 剣 状 骨 雨 縁 ヨ リ2横 指 位 ニ ア リ.心 尖 腰 動.

ノ・寧 日右 胸 側 二於 テ著 シ。市 側 肺 部 一・帯 二前 後 面共 打

診 音 短 、聴 診 上該 側 呼 吸 音 微 弱 、 聾 者 振 壇 先 進 ス ル モ
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羅 音 、摩 擦 音 ・如 キ ・・誰 明 セ ブ。 腹 部 、脚 部 、異 常 所 見

ヲ見 ブ.腱 反 射 正 常 。 尿所 見・・淡 黄褐 色透 明.反 鷹 中

性 ニ シテ蛋 白、糖 ヲ諸 セ ズ。1ヂ ァヅォー1、ウ ロ ビ9ソ 」、

1.fン ヂ カ ・」何 レモ 陰 性 、沈 渣:二 異常 所見 ヲ見 フご。 廉

所 見 ・・黄褐 固 形消 化 可 長 嘆 、 寄 生轟 卵 ナ シ、 喀:燦 所

見 ・・粘 稠 黄 色 ナ ル モ 結 核 菌 ・・讃 セ ・ご.マ ・ 卜三民 皮

内 反感 弱 度 陽 性 。 血 液 所 見 ハ 赤球2,726,00C、 白球

2,366、 血 色 素 量700。 、ザ ー リー ナ、 血 色 素 係 数0.9、

白球 種 中 性 嗜 好66.1%{分 葉 型55.5%、 桿 脱 型10.6

%}、 一工 才 ジ ン..嗜好5.6ク ・、淋 巴球25.5',.、 大 軍 核

細 胞 及 移 行 型2.f%、 赤血 球 沈 降 速 度92(1時 間)、

120〔2時 間 ノ、122,z時 間..、 中 等 値90.」,.r,.氏 、

マ イニ 汐 及 ビ村 田氏 反 慮何 レモ陰 性 。

X光 線 透 視 所 見 右 側肺 野 ・一 ・般 二暗 黒 陰 騎 ヲ呈 シ

気 管 封 二心 臓 ハ弧 度 二右 方 二軸 位 ス。該 側 二於 テ 第3

乃 臼第5肋 間 二 五 ル 卵 圓IF多手 拳 大 ノ明視 野 ヲ認 メ 、該

硯 野 内氣 菅 抜 絞 灘 皆 無 ニ シ テ 周 園r・ ・戚 然 卜隔 別 セ

ラ レ呼 吸 運 動 ニ ヨル モ視 野 及 ビ明 暗 ノ攣 移 ヲ 見 フご.左

側 肺 門 氣管 技 陰 竪 幾 分 著 明 一 透 視 サル ・モ胸 腹 腰 砕

運;動 其 他 二 異 常 所 見 ヲ見 フご。其 後3ケ 月間 ノ間 隔 ヲ以

テ2同 透 視 検 査 ヲ 施 行 セル モ 後所 見 二攣 異 ヲ認 メ7ご

、鳥 眞参 照ソ。

診断 右陳{t性 肋膜炎倣二該側特i笈性気胸

【例2】 一53歳 使丁

家 族 雁 父 ハ老 慈 母'・赤痢 ニ テ死 亡、 兄 弟5入 内3

人 死 亡セ ル モ 結 核 ハ ナ シ.子 供7人 ヲ持 チ シ モ幼 ニ シ

テ1人 ハ肺 炎 、1人 ハiTヒ キ ッ ケ」ニ テ死 亡、他 二選 傳

關係 ノ誰 スベ キ モ ノナ シ。

既 往 症 患 者 ・・17歳 ノ折 左 側脚 部 及 ビ肩部 二化 膿 窟

ヲ得 、手 術 ヲ受 ケ シ事 ア リ シ ノ ㍉ 他 二著 患 ヲ知 ラ ズ、

晩 酌 ハ1.5合 宛 嗜 ムモ喫 煙 僻 ナ シ。

現 在 症 昭 和13年5月 時 分 ヨ リ常 一 左 側 腰 部 倦 怠

感 、不 自 然 ナル 胎 動 ニ ヨル左 側胸 部 ノ牽 引 感 ヲ訴 フル

事 ア リ シモ 臼 ラ バ何 等 苦 ニ セ ブご現 酒1二至 ル.、日常 勤 務

ヲ績 ケ シh云 フ。 最 近 二i至 り飲 酒 時 軽 度 ノ咳漱 、喀 疲

ヲ謹 スル ノ ミ。 食 慾 モ 可 良 ニ シテ疲 熱 感 、 盗 汗 、無 数

感 ノ如 キ ナ シ.現 在 二至 ル 嘗 テ胸 痛 、呼 吸 困難 、 饗 作

ノ如 キ重 病 感 ノ・罷 工 ザ リキ ト云 フ.便 通1日1行 、睡

眠n丁良 、 昭 和13年9月20日 定 期 身 髄 検 査施 行 ノ爲 、

當 衛 生試 験 所 ヲ来 訪 セ リ。

身賠 削 痩 、榮 養 中等 度 二減 退 シ テ脅 血 相 ヲ呈7.。 脈 搏

100ヲ 雛 シ稽 ミ小 ナ ル モ緊 張 可 良 ナ リ、 顔 面 二於 テ眼

窩 著 シ 列 霜覆 セ ル 状 ヲ認 メル モ頭 部 異 常所 見 ヲ 見 ズ。

全 身淋 巴腺 腫 起 ヲ認 メ フご。 胸 隔 、左 側 八反 対 側 二比 シ

穂 く挾 少 、 特 二上 半蔀 二肋 間 稚 ζ陥 没 、脊 椎 亦 側 愛 欲

ヲ呈 スル ヲ見 ル。 該 所 呼 吸 運 動 曲 線 遅 徐 ナ リ.一・般 二

左 側 師 部 特 二鎖 骨 上 窩 ヨ リ 肩 脾 骨 上 半蔀 二五 リ打 診

青短 、該 所 呼 吸 氣延 長 鋭 利、 一 部 打 診 音 鼓 性 、 有 響 性

命圏 音(SuccussioHipoclatis)ヲ 聴 取 ス.下 牛 二至 リ著

シ キ濁 音'ヲ 呈 シ心 臓 濁 音 界 二移 行 シ、該 所 聲 音 振 壇 ハ

先進 ス。 右 腕 鎖 骨 上 窩 、肩 胸 骨 中間 二五 ル打 診 音 短 時

二 小 水 泡性 雑 音 ヲ聴 取 ス。 腹 部 異 常 ヲ見 ズ、脚 部 二於

テ腱 反 射 穂1売 進 ヲ示 ス外異 常 所 見 ヲ認 メ フご.後腋 窩

線 上 第5肋 間 二於 テ試 験 窄 刺 施 行,黄 赤 色 粘稠 液 約1

塑 ヲ排 シ タ リ.液 ・・リパ ル タ氏 陽 性 赤球 ヲ説 明 スル モ

病 源 菌 ヲ 獲 見 セ ブご。 尿 所 見 ハ淡 黄褐 透 明 酸 性 尿、 蛋

白 、 糖 ヲ誰 明 セ ズ。1ヂ γソォ」、 「ウ ロ ビ リ ソ」陰 性、

1-fソ ヂ カ ン 捌 場性
。 沈 渣:中 隔Z卜細 胞 少 許 、赤 球 、 白

球 ヲ謹 ス。 レフ レル 氏 染 色 淋 菌 ヲ登 見 セ リ。r襲所 見 ・・

.1・㈱ 色 泥 状 風 寄 生麗 日陰 性 ナ ル モ溶 化 穂 ζ不 良
。喀

疲 所 見 ・・II絶粘 稠 性 、 辛占核菌 ヲ 誰 ㍗[が フキ ー.!1

號1。 マ ンr一 氏 皮 内 反 応 ハ 中 等陽 性 。 血 液 所 見 ハ赤

球3,510000、 白球2、520、 血 色 素659・ 、血 色 素 係 数

70、 白球 種 、 中性 嗜好78.49。(分 葉 型23.0%、 桿 状

岳珪55.090、 玄IJ易易通望0.490)、1ーエ オ ジ ソ.、口汚女.r2●600、学林

円 球19.1%、 大 軍核 細 胞 及 ビ 移 行 型4.6%デ 中 等度
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左遷性、赤球沈降速度87! j時間､パ25 2時間、】37

(24時間ﾉ、96.75中等噴、ソ、セルー・ン、・イユバー、

忖田氏反噸何レモ陰性。

Ｘ光線透硯所見

　

左肺-一般ご一一侠ル暗勁ツ有シ鎖骨ド

ユ緩ニ長キ明視野りJこ在ヲ吃ル。該視野内気竹枝紋琵

ヲ見八呼吸遅引にヨル形態款二明視度・樋異ヲ認ノ

几下界一八水平十ル濃厚陰嘔二ヨリ界セうレ､患片肺

位墾換ニョル長海波動状況カ観収サル｡有肺ハ肺門ヨ

1)放線状ニ･茜シバ･剔閲像ノ拓人ヲ示ン､特二其ノ肺尖

部μビュ中葉部二片川ナルヲ見ル｡爾来１ケ川ヲ経

過シ同年12 M IS日所吃ニョルモ右ト異勁ナヽ寫む。

參照。

診断

　

ﾉ1ﾐ側特我恍漿椎性気胸､陳町性岫｢IQ炎及ビ柿は

潤。

總

　　

括

前記２秒¦レ丿IトモＸ迩:線址ヽ丿=¦¦!學的所見ヨリ

部分的包裏性気脂卜属いに･ヽ明ユレヘ

　

ーハ既

往症一二於ヤ官テ肋膜炎-y有ヤシ外出費共詩十動

賤こ於テ胸部牽引感以外何等ノ餅U!僣症Ｊ欣除

シ，潜行I生こ分来セルモノ二シり別町ノ健臨診

向トヨリ偶然詩兄七ﾄ･レタ･レモノル≒特分作

気胸ノ良生病に¦¦卜開シ古来學費犬1リ復多ノ駝

ガトゆし，成川,lmﾄﾉ七犬性耐呼か利詑Ｊ持シ

(Hohener, Morawitzへ　成ハ後人性分斤制II･.

･Schminkト乃至･ヽ幼時性治癒痘痕,i1i I'Spitzenb-

lasennarben-Theorie, Fischer,ト･将しFriesd-

ｏrfハ特勢叫E気胸ノ良才原因l･シヤ肺気腫拉-ヽ

七人性気管枝端張症丿

シ,坂上址･リ

該気胸ノ特生丿士ｱｰ肺結核字洞啼ノ呼気作.゛，･:!

川波壊ユ諮いこヤモバ,孵セリ。Reiche

　

ハ身

罷的笏作十々ンハ

下結核が其即生づ一z､－モノナリト

　

八而ン戸顛

柄ハ氏が紆験一い，特詩才気胸ノう砂い畢ゲ予肋

膜ノ穿孔原因一丿1テ肺組織ノ破壊ぺ諮犬べ｀キモ

ノトシ，之が成囚l･シーや肺反面lヽ肋膜l’ノ癒著
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剥離及ビ例･ヽ臨休的一一ヽ讃シ吋ザ←こ肺組織ニ

バ叶紳いい岨IR破壊二ヨルモ尚辿］削但トニ頂

ルモノナリトいヽ八Vojdaハ特鍵性気胸例５例

巾２例ノ乾性拉万両引力膜炎ノ匠巡後碓㈲いレ

気胸例ニツヤテ肋膜組成欧化ノ結9リ影祈長洲疎

詰加フ几.

　

てi灰沈著ごこいし脆引付一丿＋７成因l･

旧故セ牡

前記余が２例ぽ卜戸云々’ペハ常¨‥いし≒元

来待鍵行気胸ノ統計廊直ヨパとマ頻度一二於テ結

核二緬貨いにい多ｔ黙拉ニとが肋膜炎ﾉ一割芹

症トン弓しk動睨ヒヘシ黙ヨリ推へ結核性

疾心1ヽ因果問係ノ存りしハ応定シ弓ずぃ･ごク、

一面慢性一半白品い剛力膜炎ハ殆こﾄ丿レトギソ

結核仕素円いレハトノタ４ヤ叉闘知バ図をり石

八而ントり来報せ‥‥に町ハ肋膜炎性癒暑一二

ｊり包衷･-’･‥しヽ部分付気胸例ハ大昌分しーギゾ

潜在性成川TI然付二おリ良性回過Ｊい1nい

如八時≒とが乍月ノ経過ド共づ証卜り砺区’ヽ

狗ト､遭遇いにＡ.Ｇｒａｈａｍずトい心彭内へ努八

戒ハ校歌等･･=いレソ牡¦ﾓ内卜心巡丿レ内的原

囚lヽし･バ身顛的運勁丿卜川力膜炎性感暑ノ八白



然ナル牽引モ亦外的成因ノ一トシテ軽視ノ、べカ

ラザルニ非ルナキカ。記シテ以テ廣湖ノ批判子

待ツモノナリ。
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